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秘に魅かれはじめた。全ての人間の複雑な思惑同士が、持ちつ持たれつの飽くなき寄生関係で成り立っ
ているイメージに、「思念寄生」という造語を与えた。彼の表現世界にはあらたに、この世の清濁を全て
請け負いながらもよりしぶとく生きようとする、あらたな生命体の形態が現れ始めた。 
 ｢絵画の原点である“描く”ということに立ち戻りたい｣という彼の言葉通り、イメージの源泉にも行
方にもしっかりとまなざしを向け始めた作品群に、高評価を与える審査内容となった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 明治時代、それも明治初期の西洋画の日本への移入を振り返ってみると、「表現」という言葉がキーワ
ードになっている。眼に見える三次元の世界をどのように画布である二次元の世界に再現模倣していく
のか、つまり、リプレゼンテーションRepresentationの翻訳語としての「表現」である。もっとも、明
治後期の東京美術学校に西洋画科が設立されると、自己表現としての「表現」が現れてくる。強調して
いえば、描く者の内面の心境を絞り出して画布に吐露するという、つまりエクスプレッションExpression
の翻訳語としての「表現」である。明治時代、これら二つの「表現」が油画にたずさわる人々の関心事
であった。 
 この二つの「表現」の狭間に、一五〇年後の高倉吉規の世代でも取り囲まれているようである。しか
し、彼は、もっぱら情動のおもむくまま、手を動かし、筆に絵具を付けて、画布に塗ることを心がける。
まず、画面の中央に絵具をおいてみる。そこを核にして円を描いてみる。一単位が終わったら、その隣
に同じことを繰り返す。念仏を唱えるがごとく、それを何回も繰り返す。すると、巨大な「猿の腰掛け」
のような奇妙な物体が画面上に結果として増殖、繁殖してしまう。筆触そのものは、高倉吉規さんの情
動がそのまま乗り移った魅力ある、一個一個の運動体であるが、距離を置いて鑑賞すると、一種の形象
を否定した装飾文様のようにも感じられる。視覚そのものの作用を、すなわち眼に見える三次元の世界
をどのように画布である二次元の世界に再現模倣していくのかという「表現」にとらわれない制作活動
になっているのだろう。その野生人としての魅力が、見る人の心に響く。 
 わたくしは、これまで、描く者の情動を画布に吐露するという、エクスプレッションとしての「表現」
力の、現代における一つの典型例として、高倉吉規の作品群を評価していた。しかしながら、ここ数年
変化が現れてきている。内面の心境を絞り出した結果現れる形象が静かに控えめに画面に登場している。
女性の輪郭であったり、象徴であったり、山であったり、森であったり。これはどのような変化であろ
うか。「愛」という思念が生まれ、寄生から共生へと移行しているのかもしれない。 
 博士論文では、みずからの少年時代にまで振り返り、抑圧から生まれる情動が絵画に向かう姿を追い
求めている。描かずにはいられない気持ち、あるいは描くことによって精神の安定がもたらされる状態
を考察している。人間の情動の社会現象としての売春、人間の内面の形象化としてのシュールリアリズ
ムを学習し、みずからの絵画制作の歩みを記述している。巻末に作品集がまとめられている。 
 以上のことから、本申請論文は、作品審査および論文審査を経て、博士（美術）の学位を授与するの
に十分な内容および水準であると判断される。 
 
 
